
発行　　大阪市学校園教職員組合
大阪市中央区法円坂1-1-35（大阪市教育会館内）
　　 ＴＥＬ 6910－8700   FAX 6910－7990

2

201９年９月５日
ＶＯＬ. 561 義務教育の無償化を 市対連総会

特別区 都市計画権限 市未満

教研全国
集会2019

学
習 

共
に
成
長
を

生
野
区 

統
廃
合
反
対

め
げ
ず
に
共
同
行
動

要
求
書 

提
出
交
渉

長
時
間
勤
務
解
消
を

労働条件
専門部

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
は
８
月
23
日
総
会
を

開
催
し
、
①
維
新
の
会

に
よ
る
大
阪
市
解
体
を

許
さ
な
い
、
②
カ
ジ
ノ

反
対
、
③
子
ど
も
の
貧

困
解
消
、
④
災
害
対

策
、
安
全
・
安
心
・
健

康
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
な
ど
の
取
り
組
み
を

確
認
し
ま
し
た
。
９
月

５
日
、
６
日
の
大
阪
市

交
渉
、
18
日
の
市
会
開

会
日
宣
伝
、
市
会
陳
情

に
取
組
み
ま
す
。

住
民
投
票
へ

維
新
暴
走

　

市
会
報
告
を
行
っ
た

共
産
党
山
中
市
会
議
員

は
、
維
新
市
政
は
来
年

秋
の
「
都
構
想
」
住
民

投
票
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
暴
走
、
３
回
否

決
さ
れ
た
府
市
港
湾
局

統
合
議
案
を
提
案
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
山
中
氏
は

世
論
調
査
で
も
市
民
の

４
～
５
割
が
大
阪
市
の

廃
止
や
再
度
の
住
民
投

票
実
施
に
反
対
し
て
お

り
、「
大
阪
市
を
な
く

す
な
」
の
一
点
で
党
派

を
超
え
た
共
同
を
広
げ

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

大
阪
市
を
廃
止
・
解

体
し
て
「
特
別
区
」
を

つ
く
る
制
度
設
計
を
話

し
合
う
、
第
25
回
大
都

市
制
度
（
特
別
区
設

置
）
協
議
会
（
法
定

協
）
が
８
月
26
日
開
か

れ
ま
し
た
。
自
民
、
公

明
党
も
「
恣
意
的
だ
」

と
批
判
し
、
昨
年
７
月

公
表
さ
れ
た
も
の
の
法

定
協
で
議
論
さ
れ
な
か

っ
た
「
都
構
想
が
実
現

す
れ
ば
、
10
年
間
の
経

済
効
果
は
最
大
１
兆
円

超
え
」
試
算
が
委
託
さ

れ
た
嘉
悦
学
園
担
当
者

に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
デ
ー
タ
に
整
合
性

が
な
い
。
年
間
１
千
億

円
の
効
果
は
困
難
」

（
自
民
市
議
）、「
経
済

効
果
ど
こ
ろ
か
コ
ス
ト

増
」（
共
産
市
議
）
の

批
判
に
、
嘉
悦
学
園
は

抽
象
的
な
答
弁
に
終
始

し
具
体
的
な
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

明
府
議
も
試
算
方
法
へ

の
疑
問
を
示
し
つ
つ
、

「
よ
り
丁
寧
な
説
明

を
」
と
注
文
し
ま
し

た
。府

の
み
の
決
定
で

大
型
開
発
進
む

　

総
会
基
調
講
演
で
中

山
徹
奈
良
女
子
大
教
授

は
、
都
市
計
画
の
権
限

が
政
令
市
が
特
別
区
に

な
れ
ば
、
府
並
み
の
権

限
が
市
未
満
に
な
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

○
都
市
計
画
法
で
の
開

発
・
街
づ
く
り
の
決
定

権
は
、
道
路
や
鉄
道
な

ど
の
開
発
で
政
令
市
は

都
道
府
県
と
同
じ
権
限

を
持
っ
て
い
る
が
「
特

別
区
」
は
市
町
村
が
持

つ
都
市
計
画
上
の
権
限

を
持
っ
て
い
な
い
。

「
住
居
」「
商
業
」「
工

業
」
な
ど
に
区
別
す
る

「
用
途
地
域
」
は
市
町

村
が
決
め
る
が
、「
特

別
区
」
は
自
分
で
決
め

ら
れ
な
い
。

○
カ
ジ
ノ
よ
り
社
会
保

障
と
い
う
論
議
そ
の
も

の
が
で
き
な
い
。
府
に

税
収
は
吸
い
上
げ
ら
れ

「
特
別
区
」
の
予
算
は

限
ら
れ
る
。

　

中
山
氏
は
、「
都
構

想
」
で
大
阪
市
を
廃
止

す
る
狙
い
は
、
大
阪
市

　

教
育
研
究
全
国
集
会

２
０
１
９
が
８
月
16
日

滋
賀
県
内
で
始
ま
り
、

１
２
０
０
人
が
参
加
。

全
体
会
後
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
田

島
診
療
所
理
事
の
室
谷

雄
二
さ
ん
が
「
子
ど
も

を
ま
ん
中
に
学
校
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り　

生

野
区
の
学
校
統
廃
合
に

待
っ
た
を
か
け
る
共
同

行
動
」
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

「
運
動
は
２
本
立
て

両
輪
の
力
で
、
要
求
運

動
、
議
会
陳
情
、
区
政

会
議
を
駆
使
」
―
統
廃

合
計
画
に
反
対
す
る
懇

談
会
（
月
一
回
、
こ
れ

ま
で
44
回
）、
連
合
町

会
長
と
の
共
同
行
動
で

署
名
・
陳
情
提
出
、
集

会
開
催
、
区
政
会
議

（
定
員
30
名
）
で
区
民

の
共
同
を
広
げ
て
い
ま

す
。
市
長
選
挙
・
市
会

議
員
選
挙
後
、
生
野
区

は
強
行
の
姿
勢
を
一
層

強
め
て
い
ま
す
が
、

「
め
げ
ず
に
共
同
行
動
」

で
は
い
ま
、
新
た
な
ポ

ス
タ
ー
、
９
月
市
会
陳

情
、「
い
ま
ま
で
に
な

い
よ
う
な
こ
と
を
や
ろ

か
」
と
相
談
中
で
す
。

が
人
た
る
に
値
す
る
生

活
を
営
む
た
め
の
…
基

準
は
最
低
の
も
の
で
」

あ
り
当
然
教
職
員
に
も

適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
阪
市
教

は
長
時
間
勤
務
解
消
を

厳
し
く
追
及
し
ま
し

た
。

　

青
年
部
は
初
任
者
、

２
年
次
、
３
年
次
…
研

修
の
事
前
の
教
材
準
備

や
事
後
処
理
で
忙
し
く

授
業
の
準
備
も
で
き

ず
、
子
ど
も
が
「
荒

れ
」、
病
欠
者
も
出
て

い
る
実
態
を
告
発
。
若

手
は
人
事
評
価
が
低

く
、
や
る
気
を
な
く
す

制
度
で
あ
る
こ
と
も
指

摘
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
・
出
産
に
関
わ

る
権
利
の
周
知
、
不
妊

不
育
治
療
の
特
別
休
暇

新
設
（
女
性
部
）、
３

歳
児
保
育
の
定
員
増
、

引
き
下
げ
ら
れ
た
給
料

　

大
阪
市
教
本
部
・
専

門
部
は
７
月
22
日
、
労

働
条
件
改
善
要
求
書
提

出
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。

　

長
時
間
労
働
に
よ
る

過
労
死
が
社
会
的
な
問

題
と
な
り
、
働
き
方
改

革
関
連
法
が
18
年
７
月

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
労

働
基
準
法
改
正
に
よ
り

「
時
間
外
労
働
の
上
限

に
つ
い
て
、
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
を

原
則
」
と
し
、
違
反
す

れ
ば
「
６
箇
月
以
下
の

懲
役
又
は
30
万
円
以
下

の
罰
金
」と
な
り
ま
す
。

　

労
基
法
は
「
労
働
者

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り

中
学
校 

交
流
会

　

第
４
回
中
学
校
分
会

学
習
交
流
会
を
８
月
29

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

〇
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
数
年
分
の
過
去
問
が

冬
休
み
の
宿
題
。
前
年

度
分
で
模
擬
テ
ス
ト
実

施
等
、
対
策
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
〇「
徳
目
」

押
し
つ
け
の
道
徳
か
ら

如
何
に
社
会
の
矛
盾
や

課
題
を
考
え
さ
せ
る
内

容
に
変
え
て
い
く
か
、

力
量
が
問
わ
れ
る
。
校

長
の
強
権
的
な
不
当
な

介
入
が
あ
る
。
〇
一
分

の
理
も
無
い
人
事
考
課

制
度
が
職
場
を
分
断
。

理
不
尽
な
評
価
に
支
配

さ
れ
る
青
年
教
職
員
。

〇
学
校
安
心
ル
ー
ル
を

見
て
、
生
徒
自
身
を
見

な
い
。
〇
部
活
動
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
策
定

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
、「
ブ
ラ
ッ
ク

部
活
」
が
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
青
年
教
職
員

の
時
間
外
労
働
・
長
時

間
労
働
の
減
少
傾
向

も
。
〇
青
年
職
員
に
学

習
を
呼
び
か
け
、
共
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
最
大
の
課
題
。

　

み
な
さ
ん
夏
休
み

は
ど
う
で
し
た
か
？

子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
も
終
わ
り
、
ふ
た

た
び
忙
し
い
毎
日
を

す
ご
さ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
一
人

で
抱
え
る
こ
と
な

く
、
気
兼
ね
な
く
語

り
合
え
る
仲
間
と
と

も
に
２
学
期
も
と
も

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
私
は
夏
季

休
業
中
の
８
月
１０
、

１１
、
12
日
に
千
葉
へ

行
き
ま
し
た
。『
全

国
臨
時
教
職
員
問
題

学
習
集
会
』
へ
参
加

し
ま
し
た
。「
臨
時

教
職
員
問
題
」
と
あ

る
よ
う
に
、
全
国
的

に
も
教
育
の
非
正
規

化
が
表
面
化
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。「
４

月
に
担
任
不
在
で
教

育
に
穴
が
あ
く
」

「
教
員
補
充
要
員
は

正
規
で
ま
か
な
い
き

れ
な
い
ほ
ど
現
場
は

人
手
が
足
り
な
い
」

な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
に

も
取
り
ざ
た
さ
れ
る

ほ
ど
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
集
会
を
通
し

て
、
今
こ
そ
制
度
や

環
境
に
目
を
向
け
、

教
育
を
よ
り
良
く
す

す
め
る
た
め
に
ど
う

し
て
い
く
か
を
考
え

る
と
き
で
す
。
た
だ

で
さ
え
、
教
育
予
算

切
り
下
げ
、
教
育
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
現

場
。
考
え
さ
せ
ら
れ

る
集
会
に
な
り
ま
し

た
。

の
税
収
を
府
に
移
し
、

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
開
発
の
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
と
指
摘
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大

阪
市
が
政
令
市
と
し
て

持
っ
て
い
る
開
発
・
街

づ
く
り
の
権
限
を
府
に

移
し
て
、
府
の
意
向
だ

け
で
大
型
開
発
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
だ
と
も
指

摘
し
ま
し
た
。

学
校
給
食

無
償
化
陳
情

　

市
対
連
は
「
学
校
給

食
の
無
償
化
を
直
ち

に
、
義
務
教
育
の
完
全

無
償
化
実
現
、
教
育
条

件
の
改
善
を
求
め
る
陳

情
書
」
を
９
～
12
月
市

会
に
提
出
し
ま
す
。

成
長
期
の
子
ど
も
た
ち

の
健
康
と
人
間
的
発
達

を
保
障
す
る
学
校
給
食

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
で
す
。
子
ど
も
の
貧

困
が
日
本
社
会
全
体
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、「
誰
も
が
未
納
の

心
配
な
く
、
貧
困
救
済

の
負
い
目
を
感
じ
る
こ

と
な
く
、
平
等
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
苦
し
む
子
ど
も
た

ち
が
間
違
い
な
く
救
わ

れ
る
」
と
の
声
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
費
は
、
保
護
者
が
負

担
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
費

用
の
中
で
最
も
重
い
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
無
償
化
の
成
果
」
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（
署
名
の
裏
面
資
料
参

照
）。

　

陳
情
は
、
学
校
統
廃

合
を
や
め
る
こ
と
、
維

新
府
・
市
政
が
拒
否
す

る
少
人
数
学
級
の
実
現

も
求
め
て
い
ま
す
。
大

き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

９月

の
復
元（
幼
稚
園
部
）、

非
常
に
増
え
て
い
る
パ

ワ
ハ
ラ
解
消
、
法
通
り

の
配
置
（
事
務
職
員

部
）、泊
行
事
の
振
替
、

土
曜
日
実
施
の
心
臓
二

次
検
診
の
問
題
（
養
護

教
職
員
部
）、
中
学
校

給
食
の
改
善
、
加
配
の

配
置
（
栄
養
教
職
員

部
）、
サ
ポ
ー
タ
ー
削

減
の
問
題
（
障
害
児
教

育
部
）、他
市
に
「
逃
げ

な
い
」
賃
金
・
労
働
条

件
（
臨
時
教
職
員
部
）

等
要
求
し
ま
し
た
。
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